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研究成果の概要（和文）：本研究では、アトピー性皮膚炎モデルマウスに緑の香りをかがせ、香りの予防・治療効果を
検討した。その結果、香りにアトピー性皮膚炎の予防・治癒効果は認められなかった。さらにアトピー性皮膚炎患者へ
のバラの香りの治癒効果を検討した。香りを嗅がなかった患者と比較して、香りを嗅いだ患者では角質水分量が有意に
増加した。本研究の結果から、バラの香りにはヒトのアトピー皮膚炎に対する治療効果があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：We investigated whether inhalation of green odor or rose odor cures and/or 
prevents the atopic dermatitis (AD) induced in mice and human. The green odor had no effect on the AD in 
mice. On the other hand, the AD patient inhaling the rose odor had more skin hydration than those without 
the odor. The present results suggest that rose odor has a therapeutic effect on AD in human.

研究分野： 環境生理学

キーワード： アトピー性皮膚炎　香料　ストレス　皮膚バリア

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 ストレスとアトピー性皮膚炎の関連が想
定されている。たとえば、慢性ストレスを負
荷するだけでモデル動物にアトピー性皮膚
炎が起こることが最近示された。さらに、精
神的ストレスはアトピー性皮膚炎の症状を
悪化させることが知られている。すなわち、
ストレスはアトピー性皮膚炎の発症や悪化
に大きく関わっている。 
 一方、アトピー性皮膚炎の患者は、表皮の
角層の異常のため皮膚の乾燥と皮膚バリア
ー障害を呈する。この皮膚バリア障害がアト
ピー性皮膚炎の原因と考えられている。具体
的には、バリア障害のためにアレルゲンが進
入し皮膚のランゲルハウス細胞に補足され
る。ランゲルハウス細胞はヘルパーT 細胞に
その情報を伝えて、その結果 B細胞が IgE 抗
体を産生する。IgE 抗体は肥満細胞を刺激す
る。この肥満細胞からヒスタミンが遊離され、
好酸球が集積するものと解されている。その
結果、患者は通常、血中好酸球・IgE 抗体増
加を示す。 
 ラットに慢性ストレスを負荷すると皮膚
バリア障害が起こる。このバリア障害に、グ
ルココルチコイドが関与すると考えられて
いる。近年私たちは、慢性ストレスによるラ
ットの皮膚バリア障害が、視床下部-下垂体-
副腎系抑制作用をもつ緑の香り（青葉アルコ
ール/青葉アルデヒド）により防止される事
実を発見した。したがって、慢性ストレスを
負荷されたモデル動物に緑の香りを始めと
する鎮静系の香料を嗅がせると視床下部-下
垂体-副腎系の抑制を介して皮膚バリア障害
が防止され、慢性ストレスによるアトピー性
皮膚炎発症が予防できる可能性が想定され
る。あるいは、モデル動物やヒトで、できあ
がったアトピー性皮膚炎が治癒できるかも
しれない。しかし、未だこれらの可能性につ
いては検討がなされていない。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、慢性ストレス負荷マウスが香
料を嗅ぐことにより、アトピー性皮膚炎が治
癒・予防できるか否かの解明を第１の目的と
した。精神的ストレスとして、Water 
avoidance stress を負荷した。さらに第 2
の目的として、マウスの背部皮膚にピクリル
クロライドを塗布してアトピー性皮膚炎を
発症させ、この皮膚炎が香料により治癒・予
防できるか否かを検討した。第 3 の目的は、
アトピー性皮膚炎患者への香りの治療効果
とその機序の究明である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）緑の香りのアトピー性皮膚炎に対する
予防・治癒効果 
 

① Water avoidance stress によるアトピー
性皮膚炎 
 
 NC/Nga マウスに、Water avoidance stress
を負荷した。具体的には、60 x 58 cm のプ
ールの中央に高さ 11 cm、直径 7 cm のプラ
ットフォームを配置した。プラットフォーム
の 1 cm 下まで水をプールに入れた。プラッ
トフォームの上にマウスを 60 分放置した
（Water avoidance stress）。1日 1回のス
トレスを、週 5回、計 10 週間負荷した。 
 毎日、ストレス後に、0.03％の緑の香り
（0.2 ml）やその vehicle を浸した綿球をマ
ウスに嗅がせた。最終日にビデオ撮影+角質
水分量測定+経皮水分蒸散量（TEWL）測定+採
血+皮膚のサンプリングを行った（予防効果
の検討）。しかし後述するようにこのストレ
スでアトピー性皮膚炎は発症しなかった。従
って治癒効果についての実験は行わなかっ
た。 
 
② ピクリルクロライド塗布によるアトピ
ー性皮膚炎 
 
 NC/Nga マウスの背部皮膚にピクリルクロ
ライドを 1週間に 1回、5週間塗布した。実
験開始から 5週間、マウスに緑の香りやその
vehicle を嗅がせた。最終日にビデオ撮影+
角質水分量測定+経皮水分蒸散量（TEWL）測
定+採血+皮膚のサンプリングを行った（予防
効果の検討）。 
 NC/Nga マウスの背部皮膚にピクリルクロ
ライドを 1週間に 1回、10 週間塗布した。5
週目から 10 週目にかけて、マウスに緑の香
りやその vehicle を嗅がせた。最終日にビデ
オ撮影+角質水分量測定+経皮水分蒸散量
（TEWL）測定+採血+皮膚のサンプリングを行
った（治癒効果の検討）。 
 
 
（２）バラの香りのアトピー性皮膚炎患者に
対する治癒効果 
 
 日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎重症度
分類において軽症〜重症のアトピー性皮膚
炎と診断され、本研究の説明を行い、文書
による明確な同意が得られた 18 歳以上の者
を被験者とした。アトピー性皮膚炎患者の
皮膚のバリア機能の障害に対するローズ精
油（Rosa alba より抽出された精油）の吸入
による治療効果を検討した。吸入群、非吸
入群に分け、以下の方法で試験を行った。 
 吸入群は、１％に希釈したローズ精油を試
香紙（75×32 mm）に 1滴滴下し、衣服の襟
に付帯し、入浴時・就寝時を除き、9時から
21 時の間、12 時間着用した。ローズ精油は 1
日 2回、9時、15 時に 1滴ずつ滴下した。非
吸入群は、無臭の基剤であるトリエチルシト
レートを試香紙につけ、同様の方法で衣服の
襟に付帯した。28 日間の香り物質提示の前後
で、角質水分量測定+採血を行った（治癒効
果の検討）。 
 
 
４．研究成果 



 
（１）緑の香りのアトピー性皮膚炎に対する
予防・治癒効果 
 
① Water avoidance stress によるアトピー
性皮膚炎 
 
 慢性ストレスをアトピー性皮膚炎モデル
マウスに負荷すると、アトピー性皮膚炎が発
症すると報告されている。この先行研究と同
じ条件で Water avoidance stress を負荷し
たが、モデルマウスにアトピー性皮膚炎が発
症しなかった。そこで、拘束ストレスや隔離
ストレスなど複数の別のストレスを試した
が同様の結果であった。従って、慢性ストレ
スによる皮膚炎に対する香りの効果の検討
はできなかった。 
 
② ピクリルクロライド塗布によるアトピ
ー性皮膚炎 
 
 ピクリルクロライド塗布によりアトピー
性皮膚炎が発症した。しかし皮膚炎マウスの
皮膚症状、ひっかき行動の増加、経皮水分損
失量の増加、角質水分量の減少、血漿 IgE 濃
度の増加および皮膚肥満細胞数と好酸球数
増加に対して緑の香りは予防・治癒効果を及
ぼさなかった。香りの作用機序が主としてス
トレス緩和であるので、薬物による皮膚炎が
香りで緩和されなかったものと推察される。 
 
 
（２）バラの香りのアトピー性皮膚炎患者に
対する治癒効果 
 
① 角質水分量 
 
 28 日間バラの香りをかがせた後の肘窩と
膝窩の角質水分量の結果を図１に示す。
Vehicle（溶解液）提示後の角質水分量と比
較して、バラの香り群では有意に多い角質水
分量を呈した(図１)。すなわち、バラの香り
にはアトピー性皮膚炎に対する治癒効果が
ある可能性が想定される。 

 
② 血液中の各パラメーター 
 
 28 日間バラの香りをかがせた後に採血を
して、血漿コルチゾール濃度、TARC 濃度、 
LDH、好酸球数、IgE 濃度を測定した。全ての
パラメーターにおいて、香り群と Vehicle 群
に有意な差が認められなかった。すなわち、

血液に存在する角質水分量以外のアトピー
性皮膚炎の指標は香りに影響されないと推
察される。 
 
 バラの香りは角質水分量の増加のみを起
こしたので、香りの皮膚への直接作用の可能
性が想定される。 
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